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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 5,277 23.6 720 45.1 720 47.1 520 54.5

2024年３月期 4,270 10.3 496 △14.4 489 △8.3 337 △11.4

（注）包括利益 2025年３月期 520百万円 （54.5％） 2024年３月期 337百万円 （△11.4％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2025年３月期 201.12 200.87 13.1 8.2 13.7

2024年３月期 123.01 121.26 9.0 5.6 11.6

（参考）持分法投資損益 2025年３月期 －百万円 2024年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2025年３月期 8,753 4,148 47.4 1,604.99
2024年３月期 8,770 3,811 43.5 1,446.52

（参考）自己資本 2025年３月期 4,148百万円 2024年３月期 3,811百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2025年３月期 1,372 △994 △608 1,107

2024年３月期 899 △985 △392 1,337

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00 53 16.0 1.4

2025年３月期 － 0.00 － 37.00 37.00 100 19.4 2.4

2026年３月期（予想） － 0.00 － 40.00 40.00 20.8

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 5,810 10.1 725 0.6 725 0.7 525 0.8 203.11

１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）配当金総額には、株式給付信託（J-ESOP）の信託口に対する配当金支払額（2024年３月期１百万円、2025年３月期
５百万円）を含んでおります。配当性向は、この配当金総額を親会社株主に帰属する当期純利益で除して算出して
おります。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）当社グループは年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略してお
ります。詳細は、添付資料３ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期 2,878,200株 2024年３月期 2,858,700株

②  期末自己株式数 2025年３月期 293,442株 2024年３月期 223,816株

③  期中平均株式数 2025年３月期 2,590,350株 2024年３月期 2,741,320株

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（J-ESOP）信託口が保
有する当社株式が含まれております。

※　決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料３ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧く
ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度の当社グループが属する動物医療業界におきましては、ペットを大切な家族として考える人が

増えていることから、ペットの高齢化に伴う疾病の多様化とそれに対応するための動物医療の高度化への期待は

高まっております。

　このような環境の中、当社グループは、“動物医療の「できない」をなくし、動物とともに生きる人の希望に

なる。”を使命とし、飼い主様のかかりつけ病院（一次診療施設様）から紹介を受け、特定の専門分野を持つ獣

医師が高度な医療機器を使用して行う診療サービス（二次診療）を中心に、MRI・CTによる画像検査専門の動物

検診センターの運営（画像診断サービス）及び動物の健康管理のための酸素濃縮器のレンタル・販売を展開して

まいりました。また当社グループ内の診療実績を発表し、広く共有するための学会報告やセミナー開催を積極的

に行うことにより、動物医療業界における信頼の獲得と認知度の向上を図り、紹介いただく症例数等の増加に努

めてまいりました。

　二次診療サービスにおきましては既存病院、大阪病院のいずれにおいても業容は拡大しました。

　既存病院では順調に獣医師の採用が進み診療受入能力が向上したことにより、診療数は大幅に増加いたしまし

た。

　2023年６月に診療を開始した大阪病院では、セミナー開催等により関西を中心に連携病院との関係を強化した

ことや、2024年５月に稼働を開始した放射線治療施設（川崎本院に続き２施設目）が、動物への負担が少ない治

療を選択したい飼い主様のニーズを背景に好評であること等から、開院から12ヶ月後の2024年５月に単月黒字化

を達成し、以降も順調に推移いたしました。

　これらの結果、二次診療サービスにおきましては、初診数（新規に受け入れた症例数）は10,031件（前連結会

計年度比21.4％増）、総診療数（初診数と再診数の合計）は34,991件（前連結会計年度比20.8％増）、手術数は

3,068件（前連結会計年度比21.2％増）となりました。

　画像診断サービスにおきましては、一部施設においてMRIを最新機種へ入れ替える工事を行い７～８月に休業

したため、検査件数は前連結会計年度比横ばいとなりました。

　動物用医療機器・健康管理機器のレンタル・販売におきましては、代理店との関係強化を進めたことにより、

レンタル数・販売数は前連結会計年度比増加となりました。

　以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高5,277,736千円（前連結会計年度比23.6％増）、営業利益

720,974千円（前連結会計年度比45.1％増）、経常利益720,245千円（前連結会計年度比47.1％増）、親会社株主

に帰属する当期純利益520,982千円（前連結会計年度比54.5％増）と増収増益となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

　当連結会計年度末における総資産は8,753,719千円となり、前連結会計年度末と比べて16,316千円減少いたし

ました。

　流動資産は前連結会計年度末に比べ、179,366千円減少し、1,597,996千円となりました。これは主に現金及び

預金が230,035千円減少した一方で売掛金及び契約資産が28,880千円、流動資産のその他に含まれる前払金が

14,175千円増加したことによるものであります。固定資産は前連結会計年度末に比べ、163,049千円増加し、

7,155,722千円となりました。これは主に大阪病院放射線治療棟開設に伴い建物及び構築物が278,484千円、工

具、器具及び備品が365,921千円増加した一方で建設仮勘定が144,312千円減少及び有形固定資産の減価償却累計

額が427,157千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当連結会計年度末における負債合計は4,605,192千円となり、前連結会計年度末と比べて353,420千円減少いた

しました。

　流動負債は1,554,172千円となり、前連結会計年度末に比べ15,561千円増加いたしました。これは主に未払法

人税等が123,879千円、流動負債のその他に含まれる未払消費税等が92,033千円、賞与引当金が64,035千円増加

した一方で未払金が260,013千円減少したことによるものであります。また、固定負債は3,051,019千円となり、

前連結会計年度末に比べ368,981千円減少いたしました。これは主に長期借入金が382,165千円減少したことによ

るものであります。
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（純資産）

　当連結会計年度末における純資産は4,148,527千円となり、前連結会計年度末と比べて337,103千円増加いたし

ました。これは主に自己株式の取得により164,951千円減少、及び自己株式の処分により25,188千円増加、配当

の実施による53,865千円の減少、並びに、親会社株主に帰属する当期純利益520,982千円によるものでありま

す。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、営業活動による資金の増加

1,372,376千円、投資活動による資金の減少994,383千円、財務活動による資金の減少608,029千円の結果、前連

結会計年度末に比べ230,035千円減少し、1,107,603千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は、1,372,376千円（前連結会計年度比52.5％増）となりました。これは主に、

税金等調整前当期純利益720,263千円、減価償却費550,315千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は、994,383千円（前連結会計年度比0.9％増）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出953,678千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、608,029千円（前連結会計年度は55.0％増）となりました。これは主に、長

期借入れによる収入300,000千円、長期借入金の返済による支出681,493千円及び自己株式の取得による支出

172,447千円によるものであります。

（４）今後の見通し

　当社グループは、中長期的な成長を実現するため、既存戦略である地理的拡大及び専門人材の拡充等による診

療体制の強化を着実に推進してまいります。さらに、新たな成長の柱としてデジタル化及びデータ活用戦略を推

進いたします。当社は小動物二次診療のトップランナーとして、日々豊富に蓄積される画像診断データや診療デ

ータを最大限に活用し、AIも積極的に活用しながら、一次診療施設様ならびに高度医療を必要とされる多くの飼

い主様のため、日本の獣医療全体の進歩を支援する「獣医療インテリジェンスプラットフォーム構想」の実現を

目指してまいります。

　2026年３月期においては、これらの成長戦略の実現に向けて、これまでにない積極的な投資を実行してまいり

ます。

　この結果、2026年３月期の連結業績につきましては、売上高は既存病院の成長及び生産性向上策により増収を

見込むものの、上記の積極的な投資実行に伴い、各利益は微増にとどまる見込みです。連結業績予想は以下の通

りです。

連結売上高：                　5,810百万円

連結営業利益：                  725百万円

連結経常利益：                  725百万円

親会社株主に帰属する当期純利益：525百万円

（ご留意事項）

　上記の業績見通しは、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因により異なる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社グループは、株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つとして位置付けております。今後の利益還元

につきましては、配当については成長投資とのバランスをとりつつ、連結配当性向20％以上かつ株主への利益還

元の安定的拡大を基本方針といたします。

　2025年３月期の剰余金の配当につきましては、上記利益還元の基本方針に基づき、１株当たり37円といたしま

した。

　2026年３月期の剰余金の配当予想につきましては、上記利益還元の基本方針に基づき、１株当たり40円といた

しますが、2026年３月期の業績が確定したタイミングで、利益水準に従って配当額を算出し、株主還元を実施し

てまいります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準に基づき連結財務諸表を作成し

ております。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,337,639 1,107,603

売掛金及び契約資産 297,196 326,076

商品及び製品 74,873 75,960

原材料及び貯蔵品 22,481 18,748

その他 52,918 76,484

貸倒引当金 △7,745 △6,876

流動資産合計 1,777,363 1,597,996

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,334,589 3,613,074

減価償却累計額 △1,209,564 △1,332,471

建物及び構築物（純額） 2,125,025 2,280,603

車両運搬具 16,800 16,831

減価償却累計額 △11,015 △11,730

車両運搬具（純額） 5,784 5,101

工具、器具及び備品 3,285,482 3,651,404

減価償却累計額 △1,657,118 △1,960,655

工具、器具及び備品（純額） 1,628,363 1,690,749

土地 2,248,337 2,340,355

建設仮勘定 144,312 －

有形固定資産合計 6,151,823 6,316,808

無形固定資産

のれん 162,958 142,588

商標権 348,371 304,824

その他 36,752 32,007

無形固定資産合計 548,082 479,420

投資その他の資産

繰延税金資産 53,462 106,585

その他 239,305 252,907

投資その他の資産合計 292,767 359,492

固定資産合計 6,992,673 7,155,722

資産合計 8,770,036 8,753,719

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 58,702 65,768

未払金 477,587 217,574

１年内返済予定の長期借入金 626,493 627,165

未払法人税等 81,149 205,029

賞与引当金 118,447 182,483

その他 176,230 256,151

流動負債合計 1,538,611 1,554,172

固定負債

長期借入金 3,230,051 2,847,886

株式給付引当金 - 33,831

退職給付に係る負債 38,350 46,200

繰延税金負債 99,837 76,565

資産除去債務 41,394 41,851

その他 10,367 4,684

固定負債合計 3,420,001 3,051,019

負債合計 4,958,612 4,605,192

純資産の部

株主資本

資本金 796,725 801,600

資本剰余金 712,128 720,405

利益剰余金 2,712,674 3,179,791

自己株式 △410,104 △553,270

株主資本合計 3,811,423 4,148,527

純資産合計 3,811,423 4,148,527

負債純資産合計 8,770,036 8,753,719
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

売上高 4,270,195 5,277,736

売上原価 2,805,844 3,445,200

売上総利益 1,464,350 1,832,535

販売費及び一般管理費 967,431 1,111,561

営業利益 496,919 720,974

営業外収益

受取家賃 23,679 24,126

その他 13,034 7,147

営業外収益合計 36,714 31,273

営業外費用

支払利息 18,825 25,992

資金調達費用 3,268 3,979

固定資産除却損 19,406 1,857

その他 2,352 172

営業外費用合計 43,852 32,002

経常利益 489,781 720,245

特別利益

固定資産売却益 1,524 18

特別利益合計 1,524 18

税金等調整前当期純利益 491,305 720,263

法人税、住民税及び事業税 175,845 275,676

法人税等調整額 △21,757 △76,395

法人税等合計 154,088 199,281

当期純利益 337,217 520,982

親会社株主に帰属する当期純利益 337,217 520,982

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当期純利益 337,217 520,982

包括利益 337,217 520,982

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 337,217 520,982

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 791,100 711,137 2,375,457 △171,656 3,706,038 3,706,038

当期変動額

新株の発行 5,625 5,625 11,250 11,250

親会社株主に帰属する
当期純利益

337,217 337,217 337,217

自己株式の取得 △335,439 △335,439 △335,439

自己株式の処分 △4,633 96,991 92,358 92,358

当期変動額合計 5,625 991 337,217 △238,448 105,385 105,385

当期末残高 796,725 712,128 2,712,674 △410,104 3,811,423 3,811,423

（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 796,725 712,128 2,712,674 △410,104 3,811,423 3,811,423

当期変動額

新株の発行 4,875 4,875 9,750 9,750

剰余金の配当 △53,865 △53,865 △53,865

親会社株主に帰属する
当期純利益

520,982 520,982 520,982

自己株式の取得 △164,951 △164,951 △164,951

自己株式の処分 3,401 21,786 25,188 25,188

当期変動額合計 4,875 8,276 467,117 △143,165 337,103 337,103

当期末残高 801,600 720,405 3,179,791 △553,270 4,148,527 4,148,527

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 491,305 720,263

減価償却費 444,101 550,315

のれん償却額 20,369 20,369

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,871 △868

賞与引当金の増減額（△は減少） 31,061 64,035

株式給付引当金の増減額（△は減少） － 33,831

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,250 7,850

支払利息 18,825 25,992

資金調達費用 3,268 3,979

固定資産売却益 △1,524 △18

固定資産除却損 19,406 1,857

売上債権の増減額（△は増加） △33,826 △28,880

棚卸資産の増減額（△は増加） 15,494 △7,379

仕入債務の増減額（△は減少） △2,457 7,066

未収消費税等の増減額（△は増加） 61,294 △4,461

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,723 92,308

その他 54,679 68,814

小計 1,160,102 1,555,077

利息及び配当金の受取額 56 636

利息の支払額 △18,885 △26,248

法人税等の還付額 － 542

法人税等の支払額 △241,490 △157,630

営業活動によるキャッシュ・フロー 899,782 1,372,376

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,041,040 △953,678

有形固定資産の売却による収入 1,625 18

無形固定資産の取得による支出 △14,153 △9,996

保険積立金の積立による支出 △32,064 △32,738

その他 △226 2,012

投資活動によるキャッシュ・フロー △985,860 △994,383

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 489,900 300,000

長期借入金の返済による支出 △609,037 △681,493

株式の発行による収入 11,250 8,750

リース債務の返済による支出 △5,832 △6,874

自己株式の取得による支出 △328,616 △172,447

自己株式の処分による収入 50,774 －

配当金の支払額 － △53,634

その他 △759 △2,330

財務活動によるキャッシュ・フロー △392,322 △608,029

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △478,400 △230,035

現金及び現金同等物の期首残高 1,816,039 1,337,639

現金及び現金同等物の期末残高 1,337,639 1,107,603

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数　2社

連結子会社の名称

株式会社キャミック

テルコム株式会社

(2) 主要な非連結子会社の名称等

非連結子会社はありません。

２．持分法の適用に関する事項

持分法適用会社はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産

イ　商品及び製品・原材料

　総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの方法）を採用してお

ります。

ロ　貯蔵品

　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの方法）を採用

しております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ　有形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物・・・６年～39年

車両運搬具・・・２年～６年

工具、器具及び備品・・・２年～20年

ロ　無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいておりま

す。また、商標権については、効果の発現する期間を合理的に見積り、当該期間（10年）に基づい

ております。

(3) 繰延資産の処理方法

株式交付費

　支出時に全額費用処理しております。
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(4) 重要な引当金の計上基準

イ　貸倒引当金

売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ　賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しております。

ハ　株式給付引当金

　株式給付規程に基づく従業員の当社株式の給付に備えるため、当連結会計年度における株式給付債

務の見込額に基づき株式給付引当金を計上しております。

(5）退職給付に係る会計処理の方法

　当社は退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退

職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(6）重要な収益及び費用の計上基準

　当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントでありますが、当社グループ事業から生じる

主な収益を以下のとおり認識しております。

イ　二次診療サービス

　診療行為という一連の履行義務であるため、一定期間で収益を認識することとなりますが、診療行

為が完了した部分については患者にとっての価値に直接対応し、当該対価の額を受け取る権利を有す

ると考えられるため、その日の全ての診療行為が患者へなされた時点で、当該履行義務が充足された

と判断し診療当日に収益を認識しております。

ロ　画像診断サービス

　画像診断の提供という履行義務であるため、画像診断の提供が完了した部分については患者にとっ

ての価値に直接対応し、当該対価の額を受け取る権利を有すると考えられるため、その日の全ての画

像診断の提供が患者へなされた時点で、当該履行義務が充足されたと判断し当日に収益を認識してお

ります。

ハ　動物用医療機器・健康管理機器のレンタル・販売

・動物用医療機器・健康管理機器のレンタルサービス

　顧客との契約に基づいて動物用医療機器・健康管理機器のレンタルサービスを提供する履行義務で

あるため、サービス提供期間を通じて履行義務を充足する取引であることから、当該期間に応じて収

益を認識しております。

・動物用医療機器・健康管理機器販売

　顧客との契約に基づいて動物用医療機器・健康管理機器を引き渡す履行義務であるため、医療機

器・健康管理機器を顧客に引き渡した時点で商品及び製品に対する支配が移転し、履行義務が充足さ

れることから、顧客に引き渡した時点で収益を認識しております。

(7）のれんの償却方法及び償却期間

　のれんの償却については、効果の発現する期間を合理的に見積り、当該期間（10年）にわたり、均

等償却しております。

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引出可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(9）その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続

・譲渡制限付株式報酬制度

　当社は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）に対して、譲渡制限付株式を割り当てる株式

報酬制度を導入しております。これに係る会計処理については、経済産業省が公表した『「攻めの経

営」を促す役員報酬－企業の持続的成長のためのインセンティブプラン導入の手引－』のうち「役員

等に現物出資型により事前発行型の「特定譲渡制限付株式」を交付した場合の会計処理」に従ってお

ります。
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（表示方法の変更に関する注記）

（連結損益計算書）

　前連結会計年度まで独立掲記しておりました営業外収益の「保険解約返戻金」は、金額的重要性が乏しくなっ

たため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前

連結会計年度の連結財務諸表の組み替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、営業外収益の「保険解約返戻金」に表示しておりまし

た4,061千円は、「その他」として組み替えております。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

　前連結会計年度まで独立掲記しておりました営業活動によるキャッシュ・フローの「保険解約返戻金」は、金

額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。また、前連結会計

年度まで独立掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「敷金の差入による支出」は、金額的重

要性が乏しくなったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反

映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組み替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、営業活動によるキャッシュ・フローの

「保険解約返戻金」に表示しておりました△4,061千円は、「その他」△4,061千円及び投資活動によるキャッシ

ュ・フローの「敷金の差入による支出」に表示しておりました△344千円は、「その他」△344千円として組み替

えております。

（追加情報）

（株式給付信託（J-ESOP））

　当社は、2024年２月15日開催の取締役会において、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、経

済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めるため、従業

員に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付信託（J-ESOP）」（以下「本制度」といいま

す。）を導入することを決議し、2024年３月より導入しております。

(1)取引の概要

　本制度は、米国のESOP（Employee Stock Ownership Plan）制度を参考にした信託型のスキームであり、予め

当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を給付する仕組みで

す。

　当社は、従業員に対し個人の貢献度や勤続年数等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給権を取得

したときに当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給付する株式については、予め信

託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

　本制度の導入により、従業員の株価及び業績向上への関心が高まり、これまで以上に意欲的に業務に取り組む

ことに寄与することが期待されます。

(2)信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。前連結会計年度における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、109,791千円、

58,400株であり、当連結会計年度末において274,687千円、140,000株であります。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

　当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

　当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一のサービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載

を省略しております。

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

（2）有形固定資産

本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％を占める相手先がいないため、記載を

省略しております。

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一のサービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載

を省略しております。

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

（2）有形固定資産

本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％を占める相手先がいないため、記載を

省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

　該当事項はありません。

- 14 -

株式会社日本動物高度医療センター(6039)
2025年3月期　決算短信



【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

　当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

　当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

　該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

１株当たり純資産額 1,446.52円 1,604.99円

１株当たり当期純利益金額 123.01円 201.12円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 121.26円 200.87円

前連結会計年度
（自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日）

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 337,217 520,982

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額（千円）
337,217 520,982

普通株式の期中平均株式数（株） 2,741,320 2,590,350

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） － －

普通株式に係る増加数（株）

　（うち新株予約権（株））

39,401

（39,401）

3,277

（3,277）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式の概要

－ －

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当連結会計年度
（2025年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 3,811,423 4,148,527

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,811,423 4,148,527

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
2,634,884 2,584,758

（１株当たり情報の注記）

　（注）１．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

２．「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として所有する当社株式を、１株当たり当期純利益金額及び潜在株

式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めてお

ります。当該自己株式の期中平均株式数は前連結会計年度96,782株、当連結会計年度285,455株であり、こ

のうち「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として所有する当社株式の期中平均株式数は前連結会計年度

3,264株、当連結会計年度127,396株であります。

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

４．「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として所有する当社株式を、１株当たり純資産額の算定上、期末株

式数の計算において控除する自己株式に含めております。当該自己株式の期末株式数は前連結会計年度

223,816株、当連結会計年度293,442株であり、このうち「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として所有

する当社株式の期末株式数は前連結会計年度58,400株、当連結会計年度140,000株であります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。

- 16 -

株式会社日本動物高度医療センター(6039)
2025年3月期　決算短信


